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意
見

　財
政
健
全
化
を
具

体
的
に
ど
う
進
め
る
の
か
。

そ
の
結
果
と
し
て
町
民
サ

ー
ビ
ス
の
ど
の
部
分
が
抑

え
ら
れ
る
の
か
な
ど
、
具

体
的
に
示
す
べ
き
で
は
。

町
立
診
療
所
の
経
営
状
況

で
は
、
調
査
委
託
し
た
税

理
士
法
人
あ
さ
ひ
会
計
か

ら
、
他
の
有
床
診
療
所
と

比
較
す
る
と
数
字
的
に
問

題
が
あ
る
と
指
摘
さ
れ
て

い
る
が
、
手
を
こ
ま
ね
い

て
お
り
着
手
し
て
い
な
い
。

早
急
に
対
策
を
講
ず
る
べ

き
で
は
。
突
然
「
止
め
る
」

と
な
ら
な
い
よ
う
に
。

回
答

　議
会
は
、
既
に
財

政
健
全
化
に
つ
い
て
調
査

・
議
論
す
る
た
め
の
特
別

委
員
会
を
設
置
し
、
町
財

政
の
現
状
と
今
後
の
見
通

し
を
正
し
く
理
解
す
べ
く

議
論
を
重
ね
な
が
ら
、
早

期
の
健
全
化
に
つ
な
げ
る

べ
く
活
動
に
取
り
組
ん
で

い
る
。
町
で
は
１
１
７
件

も
の
事
務
事
業
見
直
し
を

進
め
て
い
る
が
、
令
和
２

年
度
の
予
算
編
成
作
業
と

合
せ
て
、
全
事
務
事
業
の

見
直
し
を
進
め
て
い
る
。

作
業
は
２
月
上
旬
ま
で
続

く
見
込
み
で
あ
り
、
現
時

点
で
は
そ
の
検
討
状
況
を

詳
し
く
示
せ
る
状
況
に
は

な
い
。
具
体
的
に
は
、
２

月
末
に
予
定
し
て
い
る
議

会
へ
の
予
算
内
示
会
以
降

と
な
る
が
、
先
駆
け
て
、

町
立
金
山
診
療
所
の
在
り

方
は
、
去
る
１２
月
２０
日
に

議
会
に
対
し
方
向
性
が
示

さ
れ
て
い
る
。

（
Ｐ
３
参
照
）

意
見

　流
雪
溝
機
能
も
水

量
不
足
等
で
十
分
に
発
揮

で
き
て
い
な
い
。
ま
た
、

春
先
を
含
め
た
除
排
雪
が

十
分
で
な
い
。
早
期
の
対

策
を
願
う
。

回
答

　自
然
取
水
に
よ
る

流
量
増
加
が
難
し
く
、
新

た
な
水
源
の
摸
索
と
と
も

に
、
春
先
を
含
め
た
機
械

除
雪
・
運
搬
に
よ
る
き
め

細
や
か
な
排
雪
作
業
の
拡

充
を
検
討
し
て
い
く
。

意
見

　少
子
化
が
進
み
、

昨
年
の
出
生
者
数
も
２７
名

と
聞
く
。
議
会
と
し
て
ど

う
取
り
組
む
の
か
。

回
答

　少
子
化
対
策
は
令

和
元
年
度
に
お
い
て
も
優

先
的
に
予
算
が
確
保
さ
れ

て
い
る
が
、
来
年
度
の
予

算
編
成
作
業
が
進
む
中
、

同
時
に
事
務
事
業
の
見
直

し
も
行
わ
れ
て
い
る
。
小

さ
な
自
治
体
で
あ
っ
て
も

希
望
を
持
っ
て
暮
ら
し
て

い
け
る
施
策
を
大
事
に
で

き
る
よ
う
、
町
の
い
い
と

こ
ろ
を
探
り
な
が
ら
、
町

民
の
皆
さ
ん
の
声
を
大
事

に
取
り
組
ん
で
い
く
。

意
見

　防
災
訓
練
に
参
加

し
て
い
る
が
、
地
区
の
防

災
組
織
が
何
を
ど
の
よ
う

に
す
る
の
か
が
見
え
な
い
。

住
民
参
加
が
実
感
で
き
る

訓
練
に
取
り
組
み
、
町
民

へ
の
意
識
づ
け
を
進
め
る

た
め
の
方
向
性
を
考
え
て

は
。

回
答

　本
年
度
、
町
内
か

ら
「
防
災
士
」
が
２
名
誕

生
し
て
お
り
、
関
係
者
の

意
見
を
聞
き
な
が
ら
、
活

動
内
容
を
具
体
化
し
て
い

く
こ
と
に
し
て
い
る
。
今

後
、
こ
う
し
た
方
々
の
力

も
借
り
な
が
ら
地
区
防
災

組
織
の
活
動
内
容
を
明
確

化
し
て
い
く
と
と
も
に
、

よ
り
一
層
実
践
的
な
防
災

訓
練
に
取
り
組
み
な
が
ら

防
災
意
識
を
高
め
、
よ
り

災
害
に
強
い
町
づ
く
り
に

つ
な
げ
た
い
。

意
見

　３
つ
の
小
学
校
の

統
合
問
題
で
は
、
ど
の
程

度
財
源
が
浮
い
て
く
る
の

か
。

回
答

　財
政
的
な
視
点
で

統
合
を
考
え
た
も
の
で
な

い
。
現
状
に
基
づ
き
、
望

ま
し
い
教
育
環
境
の
在
り

方
と
し
て
こ
の
度
の
方
針

が
示
さ
れ
た
も
の
だ
が
、

財
政
的
な
こ
と
も
大
切
で

あ
り
、
こ
う
し
た
面
が
明

ら
か
に
な
っ
た
段
階
で
お

示
し
し
た
い
。

意
見

　産
業
ま
つ
り
が
２

年
連
続
で
中
止
と
な
っ
た
。

１０
月
の
第
２
土
曜
は
一
部

品
種
の
稲
刈
り
が
最
盛
期

に
な
る
。
日
程
変
更
は
考

え
ら
れ
な
い
か
。

回
答

　産
業
ま
つ
り
は
、

こ
の
時
期
に
開
催
さ
れ
る

行
事
と
し
て
既
に
定
着
し

て
い
る
。
ま
た
、
遅
い
時

期
に
な
る
と
寒
く
な
る
こ

と
も
あ
り
、
現
時
点
で
日

程
変
更
は
考
え
に
く
い
。

（
Ｐ
１０
参
照
）

意
見

　中
央
公
民
館
建
設

が
再
始
動
す
る
場
合
、
小

学
校
統
合
で
空
く
校
舎
を

活
用
で
き
な
い
か
。

回
答

　旧
中
田
小
を
含
め
、

統
合
後
の
校
舎
の
利
活
用

は
大
き
な
課
題
と
認
識
し

て
い
る
。
去
る
１１
月
２０
日

に
は
議
会
と
し
て
文
部
科

学
省
を
訪
ね
、
利
活
用
の

実
態
と
民
間
ニ
ー
ズ
と
の

マ
ッ
チ
ン
グ
の
現
状
の
説

明
を
受
け
た
。
施
設
が
空

い
て
か
ら
で
な
く
、
危
機

感
を
持
っ
て
取
り
組
む
べ

き
課
題
と
し
て
情
報
収
集

し
、
研
鑽
を
積
み
な
が
ら

町
と
共
に
考
え
て
い
く
。

な
お
、
中
央
公
民
館
は
既

に
基
本
設
計
が
で
き
て
お

り
、
そ
の
内
容
は
既
存
の

小
学
校
と
は
大
き
く
異
な

る
も
の
に
な
っ
て
い
る
。

（
Ｐ
１０
参
照
）

意
見

　学
力
低
下
が
心
配

さ
れ
る
。
隣
の
秋
田
県
の

小
さ
な
村
で
あ
る
「
東
成

瀬
村
」
は
全
国
ト
ッ
プ
の

秋
田
県
の
中
の
ト
ッ
プ
で

あ
り
、
研
究
し
て
は
ど
う

か
。

回
答

　全
国
的
に
も
注
目

さ
れ
て
い
る
秋
田
県
東
成

瀬
村
の
取
り
組
み
を
関
係

者
で
視
察
し
た
上
で
、
そ

の
成
果
を
各
校
で
共
有
し
、

授
業
に
取
り
入
れ
な
が
ら

授
業
改
善
し
て
い
き
た
い
。

特
に
、
地
域
・
保
護
者
が

一
体
と
な
り
育
て
て
い
る

こ
と
に
注
目
し
て
お
り
、

手
本
に
し
た
い
。

（
Ｐ
９
参
照
）

意
見

　山
の
伐
採
を
予
定

し
て
い
る
が
、
植
林
や
下

刈
り
を
町
の
予
算
で
で
き

る
の
で
は
。

回
答

　「
森
林
経
営
管
理

法
」
に
係
る
こ
と
と
考
え

る
が
、
具
体
的
な
森
林
整

備
の
前
に
意
向
調
査
等
を

行
う
必
要
が
あ
る
た
め
、

ま
ず
は
産
業
課
に
相
談
願

い
た
い
。

　議
会
活
性
化
・
財
政
健
全

化
特
別
委
員
会
が
主
体
と
な

る
１０
月
１５
日
か
ら
２８
日
ま
で

町
内
７
ヶ
所
で
開
催
し
た
。

議
会
だ
よ
り
前
号
（
１１
月
１

日
発
行
第
１
２
０
号
）
で
概

要
の
み
掲
載
し
た
が
、
報
告

会
で
の
意
見
等
に
つ
い
て
、

そ
の
場
で
の
回
答
を
含
め
、

１２
月
議
会
の
質
疑
な
ど
を
通

し
て
確
認
で
き
た
こ
と
や
議

会
と
し
て
の
考
え
を
整
理
し

た
主
な
も
の
に
つ
い
て
、
参

加
者
ア
ン
ケ
ー
ト
の
集
計
結

果
と
と
も
に
紹
介
し
た
い
。

多くの中学生も訓練に参加した

議会報告会

７会場で１３８名が参加した

あの意見は、どうなった？あの意見は、どうなった？

東成瀬村を訪れた視察研修団

　アンケートには、参加した１３８名中１２４名が回答。参加者の９０％が男性であ
り、地区役員などの中心でもある５０～６０歳代が３分の２近くを占め、地域づくり
の担い手として期待される女性と若手へのアプローチが大きな課題となった。参加回
数では、初めての参加が２４％とこれまでにない割合となった。「財政健全化」など、
関心の高いテーマが設定されたことや、これまで会場になっていない地区での開催な
どが影響したものと考えられる。多くの参加と回答に感謝し、より良い形でつなげて
いくことを約束して報告としたい。

（参加者：男125名・女13名）

議会報告会アンケート

基
本
情
報

議
会
報
告
会
・
活
動

初めての参加 ４人に1人

○ 性  別

男（89.5%）

40代
（8.1%）

50代
（20.2%）

活動が見える
（23.4%） ある程度見える（66.1%）

2～3回目
（29.8%）

初めて
（24.2%）

4～5回目
（21.8%）

6～8回目
（9.7%）

毎回
（10.5%）

未回答
（7.3%）

60代（43.5%） 70代～
（11.3%）

未回答
（13.7%）

女
（10.5%）

○ 年  代

○ 参加回数

○ 議会活動

30代（1.6%）
10代（1.6%）

未回答（4%）

未回答（0%）

見えない（3.2%）

意
見

回
答

意
見

回
答

意
見

回
答

意
見

意
見

意
見

回
答

回
答

意
見

回
答

回
答

意
見

意
見

回
答

回
答


